
（別紙３）

～ 2024年　11月　30日

（対象者数） 19人 （回答者数）
14人

～ 2024年　11月　30日

（対象者数） 12人 （回答者数）
12人

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

さらに安全性を高める工夫が必要。

2

子どもに適したプログラムを考えるための情報収集。

3

各プログラムをバージョンアップさせる。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

専門的知識のある職員を配置する。

2

若年層にとって魅力的な職場作りを考える。

3

子ども達が過ごしやすくなるように、分かりやすい生活空間

を作っている。

・段差をスロープで補う。

・クッション性のあるマットを使用し、安全性を確保してい

る。

・写真などを壁にはることにより視覚情報の使用が可能にな

るように工夫している。

子ども達の成長に応じ、プログラムを考えている。 ・身近な資源を使用し、取り組みやすくしている。

こどば音楽療法、食育、体操等に取り組んでいる。 個々の発達状況、協調性などを配慮してプログラムを組んで

いる。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

資金不足のため、お金をかけた催しができない。 利用者の減少等による収入の減少。

スタッフの年齢層が高くなっている（良い面もある）。 若年層の確保ができていない。

2024年　11月　12日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2024年　12月　10日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 久愛会・クレアキッズ

○保護者評価実施期間
2024年　11月12　日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


